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はじめに 

 

この度、子どもの権利擁護委員（CPT）と子ども相談室（ほっとルーム）の令和７

（2025）年４月１日から１年間の活動報告をまとめました。令和元（2019）年８月に

開設された「ほっとルーム」は、西東京市の子どもたちの権利を守る相談・救済機関と

して歩みを続け、７年目を迎えた１年でした。当年度は、子どもたちにとってより「身

近な存在」となることを目指し、新たな相談方法の充実に特に力を注いだ１年でした。 

当年度の大きな特徴の一つは、前年度から試行してきた「ほっとルームレター」を本

格的な相談方法として導入したことです。切手を貼らずにポストへ投かんできるこのミ

ニレターは、自らの思いを文字にすることで整理したい子どもたちに広く受け入れられ、

これまで届かなかった子どもたちの「声」を受け止める大切な窓口へと成長しました。 

また、私たちは「相談を待つのではなく、子どもたちがいる場所に出向く」アウトリ

ーチにも積極的に取り組みました。例年実施している市立小・中学校での出張授業の機

会に、昼休みの校内放送を通じて擁護委員や専門員の声を直接届けました。その上で、

短時間ながら昼休みなどの時間に学校の施設をお借りして「出張ほっとルーム」を実施

しました。さらに、児童館や児童センターでの出張ほっとルームも行い、子どもたちの

日常の動線の中で直接声を聴く機会を増やしました。 

当年度の相談状況を振り返ると、新規相談の総件数は 182 件となりました。その内

訳は、来談・電話・メールといった既存の方法による新規相談が 79 件であったのに対

し、新しく本格導入した「ほっとルームレター」が 48 件、そしてアウトリーチとして

行った「出張ほっとルーム」による面談が 55 件という結果になりました。既存の方法

による相談件数が例年並みである一方で、新しい入り口を追加したことで、これまでほ

っとルームとして十分に拾いきれていなかった子どもたちの「潜在的な困り感」を、「相

談」につなげることができたと考えています。 

しかし、相談の入り口を広げ、多くの声が届くようになったからこそ、私たちが大切

にしなければならないことがあります。それは、勇気を出してつながってくれた子ども

たちの相談体験を、ネガティブなもので終わらせないようにしなければならないという

ことです。 

私たちは出張授業の場で常に、子どもたちに「相談できることが強さなんだ」と伝え

ています。その言葉を実感してもらえるよう、一つ一つの相談に丁寧に向き合い、相談

という体験をその子の人生を支えるポジティブな力（強さ）へと変えられるように、努

力してまいります。 

「ほっとルーム」を今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

 

西東京市子どもの権利擁護委員一同 
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第２ 相談・調整活動、調査活動の状況 

 
はじめに 
 当年度、ほっとルームでは、本格的にほっとルームレター（切手を貼らずに送るこ

とができる手紙）による相談を始めるとともに、学校での授業の際の出張ほっとルー

ム、児童館に出向いての出張ほっとルームなどのアウトリーチに積極的に取り組みま

した。 

 その結果、全相談件数が前年度の 1.9 倍と大きく伸び（伸びた分は子どもからの相

談）、小学校の低学年からの相談が飛躍的に増えました。市内のより広い地域の子ど

もたちからより多くの相談を受けられたことは、相談機関として大きな意義があった

と考えています。 

 

１ 令和７（2025）年度の相談状況（統計） 
以下の図表の構成比（％）は小数点以下第１位を四捨五入しています。そのた

め、合計が 100％とならない場合があります。 

 
（１）相談の状況   

    「相談件数」は相談者の実数です。「対応回数」は、ほっとルームが相談者

や関係機関等に対して行った対応の延べ回数になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当年度の新規相談件数は 182 件で、申立て 1はありませんでした。これに、

前年度から継続している相談 47 件を合わせて、当年度の全相談件数は 229 件

と大きく増加しました。新規相談のうち関係機関等 2との調整を実施したもの

は５件ありました。 

対応については、当年度新規相談（182 件）への対応が 939 回でした。こ

れに、前年度の継続相談（47 件）への対応 614 回を合わせて、当年度の全対

応回数は 1,553 回でしたので、前年度比 150％になりました（表１）。  

 

1「申立て」とは、子ども条例施行規則第５条第１項に基づく「救済の申立て」を受けた相談のことです。 
2「関係機関等」とは、市、保護者、育ち学ぶ施設の関係者、市民及び、事業者等のことです。 

表１ 相談件数・対応回数 

229 件 100% → 1,553 回 100%

前年度 122 件 100% 前年度 1,033 回 100%

182 件 79% → 939 回 60%

前年度 75 件 61% 前年度 573 回 55%

47 件 21% → 614 回 40%

前年度 47 件 39% 前年度 460 回 45%

全相談件数 全対応回数

内
訳

内
訳

当年度新規相談件数
（当年度新規申立てはなし）

前年度継続相談件数
（継続している申立てはなし）

当年度新規相談対応回数

前年度継続相談対応回数
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前年度の継続相談 47 件のうち 30 件

が当年度に終結となり、次年度への継続

は 17 件となります。 

当年度の新規相談 182 件のうち 95

件が終結となり、87 件が次年度への継

続となります。したがって、次年度への

継続の合計件数は 104 件で前年度比

221％となりました。 

年度をまたぎ長く関わっている相談

が多いのもほっとルームの特徴です

（図１）。 

 

（２）相談の内容 

相談の内容について、まず相談者と

の関係から「自分・自分の家族」に関

する相談と「他人・他人の家族」に関

する相談に分類し「大分類」（図２）、

相談内容の詳細を「小分類」としてい

ます（図３、表２）。 

  

ア 大分類 
大分類については、当年度の新規相

談 182 件のうち 176 件（97％）が「自

分・自分の家族」に関する相談でした。

「他人・他人の家族」に関する相談は、

対象者の友だちや地域の方などからで

した（図２）。 

 

イ 小分類 
小分類について、子どもからの相談で多かったのは、「交友関係（いじめを

含む）」で、この傾向は開室当初から変わっていません。次に多かったのが「性

格・行動」、「家庭・家族（虐待を含む）」の相談でした。おとなからの相談

でも最も多かったのは、「交友関係（いじめを含む）」で、次いで「性格・行

動」に関する相談でした。 

前年度と比較すると、子どもからの相談は、「交友関係（いじめを含む）」

が約９倍に増加しています。おとなからの相談は、「不登校」が４件に増加し

ました（図３）。 

 

  

図１ 相談の終結・継続件数 

図 2 大分類 
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令和 7年度 

子ども 

137件 

令和６年度 

子ども 

26件 

令和６年度 

おとな 

49件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図３ 小分類（新規相談件数） 

表２ 小分類 

令和 7年度 

おとな 

45件 

 
家庭・家族 

(虐待を含む) 

16件 

家庭・家族 

ネット・トラブル１件 

 
家庭・家族 

(虐待を含む) 

16件 

１件 
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令和 7年度 

1８２件 

令和６年度 

７５件 

令和 7年度 

1８２件 

令和６年度 

26件 

令和 7年度 

137件 

令和６年度 

７５件 

小学校の１～３年生が 10 倍以上増え、4～6 年生も５倍近く増えるなど、

ほっとルームレターや出張ほっとルームの効果が大きく現れていると考えら

れます（図６）。 

 
 
 
 
 

 
 

 

 
 

 
ウ 対象者の性別及び所属 

新規相談の対象者の性別については、前年度と比較して、男性（25 件→65

件）も女性（40 件→101 件）も増加しました（図７）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象者の所属については、小学校の１～３年生が約 4 倍（21 件→80 件）、

4～6 年生が約 3 倍（19 件→55 件）となりました（図８）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図６ 初回相談者（子ども）の所属（新規相談件数） 

図７ 対象者の性別（新規相談件数）  

図８ 対象者の所属（新規相談件数） 

就学前２件 小学校不明 

その他２件 

その他１件 

 

 ６件 ４件 

高等学校９件 

小学校その他１件 

 
７ 

件  
中学校 
26 件 

不明２件 

 
男性 

65件  
女性 

101件 
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令和 7年度 

子ども 

137件 

令和 7年度 

おとな 

45件 

令和６年度 

おとな 

49件 

令和 7年度 

48件 

（４）初回相談の方法 

ほっとルームへの相談方法は、「電話」「面談」「ほっとルーム相談受付フ

ォーム（メール）」「手紙」「ファクス」があります。当年度は、おとなでは

大きな変化はなかったものの、子どもでは、これまでほとんどなかった「手紙」

が、「ほっとルームレター」という形で増えました。また、「出張ほっとルー

ム」を実施したことで「面談」も増えました。したがって、「手紙」と「面談」

の割合が全件数の約 80％を占めました（図９）。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）ほっとルームレターによる相談 

  当年度の相談の特徴は、出張ほっとルーム（28 ページに記載）と、本格実施

となったほっとルームレターでの相談が多かったことです。 

    ほっとルームレターの特徴は、相談者が返信の受取方法を選択できることで

す。「自宅宛てに返信してほしい」、「学校の先生を通じて返信してほしい」

など、返信方法からもそれぞれの思いがくみ取れました。 

新規相談のうち、ほっとルームレターでの相談は 48 件でしたが、何回かや

りとりをしたケースは９件あり、年度を通じて 76 通のレターが届きました。 

    相談内容は次のとおりです（図 10）。ほほえましい報告もありましたが、深

刻だと思われるものも少なくなく、レターを何度も読み返しては毎日返信を考

えました。 

    次年度以降も積極的に取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

  

図９ 初回相談の方法 

図 10 ほっとルームレターによる相談 

令和６年度 

子ども 

26件 

その他 

家庭・家族 
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（６）月別・曜日別 

当年度の新規相談（182 件）について見ると、6 月、12 月、２月が多かっ

たです。ほっとルーム通信等の啓発品配布後の時期及び学校や児童館などでの

出張ほっとルームを実施した月と重なります。また、対応回数（1,553 回）で

は、年度末の３月が最も多く、これは専門員の退職に伴う引継ぎを丁寧にした

ことの影響もあると考えられます（図 11）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

曜日について、新規相談は火曜日・木曜日に多く、対応回数は火曜日・金曜

日に多いのですが、擁護委員や専門員の出勤日との関係が考えられます（図12）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  図 12 曜日別（新規相談件数・対応回数） 

図 11 月別（新規相談件数・対応回数） 
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月 火 水 木 金 土 日

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

対応合計（1,553回） 108 115 164 106 83 88 84 100 165 146 170 224

新規相談（182件） 5 21 24 16 5 13 7 11 23 8 35 14

月 火 水 木 金 土 日

対応合計（1,553回） 239 357 258 222 293 175 9

新規相談（182件） 33 43 19 49 22 14 2

注１）日曜日は閉室しており、新規相談及び対応はメール受信のみです。 
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（７）相談状況の考察  

当年度は、新規相談が飛躍的に増加し、前年度の 2.4 倍になりました。その

結果、対応回数も 1.５倍となり、ほっとルームとして多忙な 1 年になりまし

た。 

当年度から本格実施になったほっとルームレターを、小学校の低学年を中心

に多くの子どもたちに使ってもらえたのはとてもうれしいことでした。他方で、

会話しながら相談を受けるのと異なり、文面から状況や気持ちを推察していく

のは難しいことでもありました。皆で子どもたちの置かれた状況や気持ちを考

えながら返事を書いていきました。 

また、出張ほっとルームでも多くの相談が寄せられました。特に、小学校で

の出張ほっとルームは、昼休みを利用した短い時間ではありましたが、低学年

の子どもたちを中心に多くの子どもたちが相談に来てくれ、ニーズを実感しま

した。 

こうした取組によって、長年の懸案であった「ほっとルームのある場所から

遠い子どもたちの相談も受けたい」「低学年の子どもたちからもっと相談して

ほしい」という課題に一定の成果が出せたものと自負しています。 

次年度も、「ほっとルームレター」「出張ほっとルーム」に積極的に取り組

み続け、多くの子どもたちから相談を受けていきます。 

 

電話での相談などでは、非通知や匿名など、西東京市の子どもに関する相談

と確認できない相談もありますが、初回の相談では、まずは丁寧に話を聴いて

います。その上で、ほっとルームの対象外と判断したものについては、市内の

他機関や市外の機関を紹介しています。相談者の意向を踏まえて、ほかの相談

窓口にほっとルームからも連絡をして、相談者が相談しやすい環境づくりをす

るように心掛けています。 

ほっとルームでは、子どもからの相談でも、おとなからの相談でも、相談者

の望む方法やペースを大切に考えながら対応をしています。一度の電話で、情

報提供などで終了することもありますが、多くの相談では電話を何度も受け、

あるいは面談を重ねて気持ちを聞き取り、ケースによっては調整に出向くなど

しています。一つ一つのケースで、継続して伴走することを大切にしています。 

   

このほか、ほっとルームは子どもの居場所としての相談室でありたい、と考

えています。これまでは、遊びに来てくれる子どもたちをほっとルームの一室

で迎えていました。当年度 12 月からは、ほっとルームの隣に新しい居場所と

しての子ども活動室が開設されましたので、子ども活動室で専門員と子どもた

ちが、一緒の時間を過ごすようになりました。この場での会話や遊びの中から、

個別の相談につながることもあります。 

 

子どもの権利や西東京市子ども条例を知ってもらい、相談によって子どもの

権利や西東京市子ども条例の存在を実感してもらえるよう、ほっとルームはこ

れからも努力していきます。 
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２ 事例報告（相談・調整活動の実際） 
相談例①（プライバシー保護のため、複数の事例を組み合わせ、内容を一部変更しています） 

相談者 本人 子どもの所属 中学生 相談方法 メール・面談 

相談の主な内容 学校に行くことがだんだんと難しくなっている 

相談フォームで本人からの相談があった。勉強は、好きだし、いじめとかあるわけ

ではない。先生に対しても特に不満があったわけではなかった。ただ、友人を作るの

が苦手。手足がしびれて呼吸が苦しくなることがあり、学校へ行けなくなっている。

自分でもどうしていいか分からない。 

 

【相談者とのやりとり】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【調整の概要】 

本人の中で自分のことがある程度整理できたところで、自分の本当の気持ちを分かっ

てもらえていないつらさ、孤独感があり、つながりが切れている状態であることから、

母親にまずは分かってもらうことを試みた。母親は話を聞き、本人のつらさを理解する

ことができた。「学校へ行かなくてもいい。まずは元気になって欲しい」と話した。 

家で休息が十分に取れるようになると、本人は自分の話しやすい学校の先生に打ち明

けることができた。学校へは、行けるときに行くこと、来学期からは通えそうであるこ

とが語られた。「支えてくれる人たちに頼ろうと思えたことが強い。」「嫌なことがあっ

たら誰かに話して（関係を）切らないようにする。」と話し、終結となった。 

  

学校は「怖い」と感じる。 

自分でもどうしていいか分からな

い、学校へ無理してでも行った方が

いいのか、休んだ方がいいのか。 

 

学校では、相手を傷つけないよう

に、嫌われないように、すごく気を

使っているかもしれないと気づい

た。演じている自分も嫌だけど、ど

うしても誰かとしゃべっている時

に考えて、何を発言したらいいのか

考えてしまうと話した。 

相談者 

学校に対する気持ちを聞いていく

と、次第に、過去の経験を話し始め

た。自分の経験を客観的に見ること

ができてきた。 

出来事にまつわる自分の気持ちや

つらさを話すようになり、なぜ自分

が学校へ行けないのか少しずつ気

づき、言葉にすることができた。ま

た。それをふかんして見ることで、

自分の考え方の癖について専門員

と話し合うようになった。 

 

 

 

ほっとルーム 
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相談例②（プライバシー保護のため、複数の事例を組み合わせ、内容を一部変更しています） 

相談者 本人 子どもの所属 中学１年生 相談方法 電話・面談 

相談の主な内容 親や学校に自分の気持ちを伝えることができない 

 本人が、「自分の気持ちを他人にうまく伝えることができない」という悩みを電話

で相談してきた。自分自身に「精神的な障害がある」と考えており、学校では、交友

関係のトラブルで教室から飛び出した、家庭では、両親や兄弟とのけんかが絶えない

様子だった。 

 

【相談者とのやりとり】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【調整の概要】 

本相談は、不定期ながら数年間にわたり継続された。本人は、自分の気持ちを他者に

理解してもらうことに困難を感じていた。また、自身の「つらさ」に対しても、自分で

も肯定的に受け止められない様子があった。本人の気持ちを周囲の人に理解可能な形に

翻訳しながら、本人の困り感が周囲に理解されるよう、本人の希望があるときは関係者

との調整を継続した。また、保護者・本人の双方から話を聞く中で、保護者も本人との

関わりに悩み、苦しんでいる様子が見られた。支援にあたっては、家族全体への配慮が

必要な事案であった。そこで、本人及び保護者の承諾を得て、ほっとルームだけでなく、

子ども家庭センター等の専門機関とも連携し、本人の相談窓口をほっとルーム、家族と

の調整を子ども家庭センターが担う形で、支援と情報共有の構造を構築し、家族にとっ

ても関係機関にとっても無理のない支援体制を目指した。  

ほっとルーム 

そうなってしまう時、まずどんな

気持ちがしているのかを一緒に確

認した。「飛び出したくなるくらい、

その場にいるのがしんどかったん

だね」と、行動の前にある「つらさ」

や「苦しさ」をそのまま言葉にして

返した。 

怒りや行動化は「つらさ」が形を

変えたものであり、自分自身を責め

るのではなく、その時の自分を観察

するような視点で一緒に眺めるよ

う心がけた。 

学校で友だちとうまくいかなく

て、気づいたら教室を飛び出してい

た。家でも家族とけんかになる。な

んでそうなるのか、自分でもよく分

からない。 

しんどいとは思う。でも、なんで

怒鳴ったり飛び出したりしちゃう

のかは、やっぱり分からない。自分

がおかしいのかもしれない。 

相談者 
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相談例③（プライバシー保護のため、複数の事例を組み合わせ、内容を一部変更しています） 

相談者 母親 子どもの所属 小学生 相談方法 電話・面談 

相談の主な内容 子どもの登下校時に同級生から嫌がらせを受けている 

 登下校時に何人かの同級生から嫌がらせをされていると子どもが訴えてきた。保護

者が登下校の様子を見に行ったところ、実際にそのようなことが起こっていたので、

保護者がその場で相手の同級生に注意した。すると、相手の同級生の保護者から、学

校を通じて、子どもを自分の子どもに近づけさせないようになどと、言われるように

なった。 

 

【相談者とのやりとり】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【調整の概要】 

相談者が相手の子どもを直接注意したことについて、子どもの安全確保や緊急対応の

あり方という面に配慮して理解しつつ、現時点での学校の責務は、子どもの安全の確保

であって、保護者間の主張の伝達ではないのではないかという視点をもって、学校を訪

問した。学校もどこまで保護者間の調整をしなければならないかについて困っている様

子がうかがわれ、学校を支援することも考えながら、相談者の意向を伝えた。その結果、

学校も、保護者双方に対して、学校にできることの限界を示すことができた。 

  

学校によると、相手の保護者は、

こちらの保護者が相手の子どもに

直接注意することをしないと約束

するように要求してきている。子ど

もの安全を守るために緊急で注意

する必要があるかもしれないので、

そういう約束はできない。 

しかし、学校は、何度も長時間電

話で約束を迫ってくるので疲弊し

ている。理不尽だと思う。 

 

相談者 

まず、相談者の子どもが嫌がらせ

を受け続けてきたことを母親と共

有し、母親が子どもの安全を守るた

めに尽力されたことをねぎらった。 

次に、学校への連絡について子ど

もの意向に反しないことを確認し

た。CPT は学校に出向き、その時

点では、子どもの安全の確保に問題

がないことを確認した。その上で、

保護者間の主張の伝達を学校が行

うことについて、子どもの安全確保

や緊急対応のあり方を主軸として、

学校と話し合った。 

 

ほっとルーム 
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相談例④（プライバシー保護のため、複数の事例を組み合わせ、内容を一部変更しています） 

相談者 本人 子どもの所属 小学４年生 相談方法 出張ほっとルーム 

相談の主な内容 授業が早くて聞き取れない 

出張授業で訪問した学校で実施した、出張ほっとルームでの相談。 

授業の進み方が早くて聞き取れなくて困っている。音楽の時間も同じ。先生に意味

を聞いても、その意味が難しくて分からない。１年生の頃は大丈夫だったけど、２年

生になった頃から、だんだん分からなくなってきた。 

 

【相談者とのやりとり】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【調整の概要】 

本人から相談があったこと、相談の内容を、担任の先生と共有した。 

学校としても、本人の困難さは理解しており、対応を検討していることが分かった。 

ほっとルームレターを活用して、本人へ連絡することを約束していたので、担任の先

生と話ができたことを手紙にし、担任の先生を通じて渡してもらった。 

担任の先生からは、本人が検査を受けることが決まった、と保護者からの連絡があり、

その結果をもって、適切な環境で学習できる方向に進んでいるという報告があった。 

こちらが、調整する前に、既に、学校では検討されていた事案のようだが、本人が自

分自身で相談できたことで、環境調整が積極的に進んだと考える。 

 

 

２年生の時の担任の先生は、分か

らない時には教えてくれたけど、

３，４年生では、分からなくても聞

きにくい。 

授業に追いつけない。特に、算数、

国語、社会が分からない、と話して

くれた。 

このことを、担任の先生に言って

もいい。 

相談者 

５分程度の短い時間であったが、

相談受付用紙の「気もち」の欄には

「ふあんだ」「モヤモヤする」のと

ころに〇がついていたので、そのこ

とを念頭において、やりとりしてい

った。その中で、学習面での困難さ

があると思われたので、自分の得意

なところと、苦手なところを見ても

らうためのテストがあるよ、と話題

にした。あなたが、困っているとい

うことを、担任の先生に伝えて良い

かと尋ねると大丈夫と返事があり、

その報告をほっとルームレターで

することも約束できた。 

ほっとルーム 
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相談例⑤（プライバシー保護のため、複数の事例を組み合わせ、内容を一部変更しています） 

相談者 本人 子どもの所属 小学 2 年生 相談方法 ほっとルームレター 

相談の主な内容 自分が、ちょっと間違えて言ったことを、笑われてしまって嫌な

気持ちがした。でも、その子とまた遊びたい。 

ほっとルームレターでの相談。レターのやりとりが、何回も続いたケース。 

初回のレターでは、友だちとの関わりで、嫌な気持ちになった、という相談。 

何回かのレターのやりとりで、市外に行く、戻ってくるけどさびしい、ということ

が書かれていた。転居後も、生活の様子や友だち関係を知らせてくれた。 

 

【相談者とのやりとり】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【調整の概要】 

ほっとルームレターの返信先は、本人の希望で、自宅、学校の先生や、児童館に託す、

自分でほっとルームに取りに行く、返事はいらない、と選ぶようになっている。このケ

ースは、返信の受渡しを、担任の先生に託していたので、担任の先生とも情報共有する

機会をもつことができた。友だちとの関係で嫌な思いをし、更に、転居という心の不安

を抱えていたところ、ほっとルームレターを書くことで、自分自身を勇気づけていたの

かもしれない。その不安に寄り添い続けたケースである。 

 

３ 調査活動の状況 

当年度は申立てに基づく調査活動はありませんでした。 

（１通目）友だちとのやりとりで、

自分の言ったことに対して「変な

の」と言われて、嫌だった。でもま

た、その子と遊びたい。 

（２通目）他県へ引っ越すけど、ま

た帰って来る。だから、行った先が

たのしいといいな。 

（３通目）今月、引っ越すけど、お

手紙書くので、新しいお手紙をたく

さん入れてください。 

（４通目）こっちは楽しいけど、家

に帰る人がいて、さびしい。 

 

相談者 

嫌な気持ちになってしまったこ

とを、そのまま相手の子に伝えてみ

てはどうか、それでも、やめてくれ

ないときには、先生やおうちの人に

お話してみてほしいと返信した。 

市外への転居は一時的なものと

読み取れたので、しばらく相談の内

容に合わせて返信した。何度かやり

とりするうちに、年度内に帰ってこ

ないことが分かったので、本人の居

住地域にある子どもの相談窓口の

情報を集め、安心して相談できると

ころがあることを伝えた。 

ほっとルーム 
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第３ 広報・啓発活動等の状況 

  

 １ 子どもへの広報・啓発・相談しやすい仕組みづくり 
（１）ＣＰＴによる出張授業 

ほっとルームでは、CPT による出張授業を実施しています。令和７年度は、市立小

学校全 18 校全てにおいて６年生を対象とした授業を実施したほか、市立中学校１校

においても授業を行いました。特に、小学校卒業を控え、人間関係が広がり複雑にな

る時期に、自分の権利や子ども条例について学ぶことが重要であると考えています。 

 

【出張授業で大切にしていること】 

ア 西東京市子ども条例や子ども相談室について話を聞いた子どもが、今は自分には

関係ないと思っていても、頭の隅で覚えていてくれること。西東京市子ども条例が

子どもにとって「お守り」のような存在だと伝わること。 

イ 出張授業自体が安全性の高い授業であること。出張授業で子どもの権利や多様性、

いじめ等について学び、意見を交わしたり、発表したりすることで、傷ついたり、

不快に感じたりする子どもがいないよう、慎重に授業をすること。 

ウ 子どもにとって、実際の暮らしとつながる学習であること。「自分とは遠い世界

の何か」ではなく、自分の生活が「権利の連続」であり、それは自分も周囲も平等

で、誰の権利も脅かされてはいけないと感じられること。 

エ 聞くだけではなく、グループワークの時間を使って、相互に・主体的に学べるこ

と。 

 

【出張授業の準備】 

学校から出張授業の申込みや問合せが入ると、授業日時の調整をした後、担当する

CPT との事前打合せを、授業の２週間前を目安に、主にオンラインでお願いしてい

ます。事前打合せでは、クラス数、クラスの人数、授業のめあてやねらい、既に学習

した内容等を確認し、内容を検討します。CPT から示した授業案を基に、先生方の

御意見を聞きながら決めていきます。特別支援学級が設置されている学校について

は、より踏み込んで検討する必要があると考えています。日程の関係で、各クラスで

の授業ではなく、クラス合同で授業をすることがあります。教室ではなく体育館等で

実施することになるため、グループワークのテーマや授業のすすめ方を工夫します。

子どもたちは体育館等での活動に慣れているので、多少の工夫があれば授業は進行

できます。いじめについての授業では、よりきめ細やかに子どもたちの様子を見る必

要があると考え、可能な限りクラス単位での授業をお願いしています。 
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【出張授業の例】 

 

ア 副読本「みんなで学ぼう西東京市子ども条例」を使用した授業 

対象 小学６年生各クラス 

（日程の都合でクラス合同になることもあります｡） 

内容 ・子どもの権利と子どもの権利条約について学ぶ 

・西東京市子ども条例について学ぶ 

     ・いじめについて学ぶ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 イ 道徳授業地区公開講座 

対象 6 年生児童と全学年の保護者 

内容  考えよう「自分の権利・みんなの権利」 

～西東京市子ども条例をふまえて～ 

 

 ウ 中学生対象の授業 

  対象 中学校全校生徒 

  内容 子どもの権利について 

多様性について 

 

 エ その他、学校の要望に応じた授業 

  対象 どの学年も可 

保護者の参加も可 

  内容 学校が必要と考えるテーマについて 

  

副読本 

田無第三中学校  質疑応答の様子 

上向台小学校 意見発表の様子 本町小学校 授業の様子 
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【校内放送と出張ほっとルーム】 

当年度は、全学年の子どもたちにほっとルームをより身近に感じてもらうため、出

張授業に合わせて、給食の時間を利用した「校内放送」を実施しました。擁護委員や

専門員が放送に参加してほっとルームの“雰囲気”を伝える試みです。放送後は、昼

休みなどの時間を使って全学年対象の「出張ほっとルーム」も実施しました。学校の

協力を得て、「出張授業」「校内放送」「出張ほっとルーム」を組み合わせることで、出

張授業の対象学年だけでなく、特に小学校の低学年の子どもたちから多くの相談が寄

せられました。 

 

【子どもたちの感想】(できるだけ子どもたちが書いたままを掲載しています。) 

① いじめについての授業 

・いじめの直し方が今までわからなかったけどこれで１つだけどいじめのひっくり返

し方がわかってよかった。 

・私はいじめなどで困ったことがあまりないからわからないけど、自殺しちゃうほど辛

い思いをする人がいるんだなと思いました。ジャイアンが「なんでのびたをいじめる

のか」とか、考えたことがなかったから面白かったです。 

・世界（都市、日本を含め）では、子どもの権利条約があることを学びました。私は、

いじめをしてはいけないことは、知っていましたが、「いじめをすることで人の人権

をそがいする⇒だからしてはいけない」という論理的な理由があったんだな～と分か

りました。 

② 権利・条例についての授業 

・相手の人権、人の人権を大切にしながら生きることが大切だなと思いました。それだ

けでなく自分にも人権があることを知り、自分を大切にしようと思いました。人に人

権があることで関係が難しいけど、人との関わりを大切に生きることが大切だと知り

ました。 

・ルールはみんなの安全・安心を守るものだけだと思っていたけれど、人権という言葉

をきいて自分の中で、改めて考えてみたら、みんなあそぶ権利、学校に行く権利など

をきいて、権利というのは、とっても大切だし、みんなが楽しく生きられるようにあ

ると知って、これからもルールはきちんと守り、もっと権利のことについて、勉強し

ていきたいです！！ 

 

【まとめ】 

出張授業でも、子どもたちに感想を書いてもらうようにお願いしています。その言

葉は、子どもたちが授業を通じて自らの内側から紡ぎ出してくれた大切な声であり、

「子どもの意見表明権」の一つの形です。寄せられた一つ一つの想いを尊重し、子ど

もたちの目線に立ったより良い出張授業を目指してまいります。 
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（２）出張ほっとルーム 

出張ほっとルームは、前年度にアウトリーチの取組として試行、当年度本格実施とし

た活動です。小学校と中学校、児童館、児童センターで開催しました。 

 

１ 出張授業で伺った小・中学校での開催（承諾を得た学校で実施） 

   

実施校 12 校 

相談時間 昼休み又は放課後 

 場  所 相談室、家庭科室、応接室、ランチルームなど。 

 件  数 47 件（うち継続相談２件） 

 

２ 児童館・児童センターでの開催 

   

実施施設 ６施設 

相談時間 小・中学校の放課後 

  場  所 施設内 

  件  数 15 件（うち継続相談 5 件） 

 

まとめ 

出張授業で学校に出向いた時に、給食の時間に校内放送で、ほっとルームを紹介する

機会をいただき、出張ほっとルームの案内をしています。 

学校では、限られた時間の中でお話を聞かせてもらうので、来室時には、「相談受付

用紙」を書いてもらっています。実際には、２～４人程度しか、お話を聞くことができ

ません。相談に来てもらっても、十分に応えられないときは、御本人の承諾を得て、こ

ちらからお手紙でお返事をします。また、直接お話を聞けなかったお子さんには、相談

を継続してもらえるようほっとルームレターを渡しています。 

学校では、昼休みなど限られた時間の中で、児童館では、児童の来館時間の関係で、

お話を聞くことができないことがあります。勇気をもって相談に来てくれたお子さんの

気持ちに寄り添えるような対応と、その後のフォローの仕組み 

の検討が、今後の課題です。 
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（３）居場所としてのほっとルーム 

令和 7 年 12 月から「子ども活動室」が開設され「居場所としてのほっとルーム」が

充実されました。子どもたちは、それぞれ自分の好きなスタイルでの過ごし方で楽しい

時間を紡ぎ出しているようです。専門員が対応できる時間帯には温かく見守っています。 

例えば、①友だちとの待ち合わせに、②制作したい、③本を読みたい、④話をしたい、

⑤静かに過ごしたい、⑥専門員に話を聴いてほしい、等々、住吉会館を利用する子ども

たちの現在（いま）が、垣間見られる、そんな空間でもあります。 

室内には図書コーナー、自由に絵を描くコーナー、カードゲーム、折り紙で創造する

コーナーがあります。日本や海外の伝統ゲームでコミュニケーション能力が培われてい

るように思われます。指編み用の毛糸も用意していますが、指編みはストレス解消や達

成感を味わうことができますから、完成した時のとてもうれしそうな子どもたちの姿は

格別です。 

こんな様子が見られました。日本の伝統ゲームであるカルタ遊びがありますが、ここ

には「人権かるた」というのがあります。特に低学年が好んでいる遊びの一つです。時

に「読み手になって」と専門員に依頼があるものの、自分たちで順番に読み手を決め、

更にはじゃんけんでペアを組み、ペアを交替し、工夫をし、互いの気持ちを確かめ合い

ながら、元気に伸び伸びと遊んでいます。制作コーナーでは、黙々と折り紙制作を楽し

む子どもたちもいます。動のグループと静のグループとが存在しながら、そこには子ど

もたちの何とも素朴な温かさが流れているように感じます。 

今後、更に安全で、安心して子どもの主体性が育まれる心地よい「居場所」として活

動室が親しまれていくことを、ほっとルームのチーム一同願っているところです。  

         

                 

 

 

 

 

 

 

 

＊「子ども活動室」は、西東京市の子どもたちが安心して活動できる場所として、住吉会館

の中にできた、子どもなら誰でも利用できる、ゆったりしたスペースです。 

 

 

 

 

子ども活動室の入り口 子ども活動室の室内 
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（４）大学生とのコラボ事業 

ア ほっとルーム通信  第 14 号の制作協力 
～武蔵野大学アントレプレナーシップ学部高松宏弥准教授ゼミ生、 
フィールド・スタディーズ発展 2B［西東京子ども］履修生とのコラボ事業～ 
ほっとルーム通信は、子ども

の権利相談・救済機関である子

ども相談室 ほっとルームを子

ども自身に知ってもらうため

に、子ども条例特集号を含む年3

回発行しています。子どもにと

ってより分かりやすく親しみや

すい内容にするため、前年度に

続き、子どもと世代の近い大学

生に協力していただきました。 

はじめに、ほっとルーム通信の発行の目的を学生と共有しました。学生の関心事に「子

どもの権利擁護委員」があったので、擁護委員や子ども相談室を紹介する紙面の作成の

ため、インタビューを企画することになりました。学生には、子どもの相談・救済のた

めの子どもの権利擁護委員制度について、擁護委員が大学で行った講義の資料や動画等

を活用してもらい、インタビューの質問事項を考えていただきました。 

インタビューの当日は、子ども相談室内やインタビューの様子を動画でも撮影し、子

ども相談室がどんなところなのか、より分かりやすく伝わるよう工夫を凝らしてくださ

いました。終始和やかな雰囲気で、擁護委員だけでなく専門員や事務局もそれぞれ参加

し、学生の考えたバラエティに富んだ質問に答えました。 

学生考案の紙面の原案は 10 点以上にものぼりました。それぞれの良いところをピッ

クアップし、高松准教授と相談しながら一つの紙面にまとめていきました。インタビュ

ーの様子が分かる写真もたくさん使用し、子どもたちの目を引くような原稿に仕上がり

ました。完成したほっとルーム通信は巻末で紹介していますので御覧ください。 

撮影された動画は学生の手によって編集され、子ども相談室の紹介動画としてまとめ

られました。学生らしい躍動感のある素敵な動画を作成していただきました。 

 

動画に使用するイラスト作成の様子 

 

インタビューの様子 

 

ほっとルームに来てくれた大学生との写真 
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イ ほっとルーム通信  子ども条例特集号の制作協力 
～武蔵野大学人間科学部社会福祉学科中西真准教授ゼミ生とのコラボ事業～ 
ほっとルーム通信子ども条例特集号（以下「特集号」といいます。）は、子ども条例

の内容を小学生にも分かりやすく伝えることを目的に発行しています。 

当年度はほっとルーム通信第 14 号に続き、特集号も武蔵野大学と協働して制作しま

した。スクールソーシャルワークと児童家庭福祉を専門としている、人間科学部社会福

祉学科中西真准教授のゼミ生に協力していただきました。 

子ども条例になじみのない学生もいるので、擁護委員が大学に出向いて子ども条例に

ついての講義を行いました。事前に学生の関心事を聞き取った上で、講義では次の３つ

の内容を取り上げました。 

 

① 西東京市の子ども施策と子ども条例について 

② 子ども相談室と擁護委員について 

③ 虐待や発達障害の方との接し方や相談について 

 

講義ではどの学生も真剣な表情で聞いており、質疑

応答や感想などの発言も意欲的で、お互いに有意義な時間を共有することができました。 

講義後、ゼミの中で試行錯誤を繰り返しながら原稿案を練っていただきました。子ど

も条例に関連のある、当年度実施の「ワイワイトーク」の記事を盛り込んだことで、よ

り充実した内容に仕上がっています。 

この取組のほかにも、中西ゼミの学生にはルピナスまつりや出張ほっとルーム等子ど

も相談室の活動に積極的に参加していただきました。 

 

【完成した特集号】 

 

大学での講義の様子 

【制作に参加した大学生の感想】 

難解になりがちな「権利」という概念を、子どもたちが自分事として捉えられるよう、視

覚的に分かりやすく理解してもらえるように工夫しました。言葉選びや配色一つで伝わり方

が変わる難しさを感じましたが、このページが子どもたちの安心やより権利が守られる環境

に向けた一歩につながれば幸いです。貴重な機会を頂き、ありがとうございました。 
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（５）子ども条例・子ども相談室 ほっとルームアンケート集計結果 
本アンケートは中学１年生の生徒を対象に、子ども条例及び子ども相談室 ほっとル

ームの認知度等を把握し、結果から普及啓発における課題を整理し、取組に反映するた

めに実施しました。令和８年１月８日から１月 30 日までを実施期間とし、回答者数は

1,023 人でした。集計結果は以下のとおりです。 

 

質問 ほっとルームの啓発品等の中で、見たことがあるものはありますか。 

「ある」という回答が９割を超えています。啓発品等では「相談カード」及び「タブ

レットの壁紙」の認知度が高く、回答者のおよそ９割です。続く「リーフレット」「ポ

スター」は半数以上に認知されています。 

 

質問 西東京市には子ども条例があることを知っていますか。／何で知りましたか。 

子ども条例の認知度は５割を下回っています。図２では、子ども条例の啓発品の認知

度も低く、普及啓発における今後の課題と言えます。図４では、小学６年生に配布して

いる「みんなで学ぼう西東京市子ども条例」と、中学１年生に配布している「『西東京

市子ども条例』を知ろう」を抑えて、「先生から聞いた」が最も多い結果でした。 

子ども条例の普及啓発においては、学校との連携が不可欠であることが示されました。 

 
図２ 認知されている啓発品等の内訳 

90.7%

90.2%

77.4%

53.3%

36.3%

22.5%

22.5%

18.2%

0.0% 50.0% 100.0%

相談カード

タブレットの壁紙

リーフレット

ポスター

ほっとルームレター

「西東京市子ども条例」を知ろう

ほっとルーム通信

みんなで学ぼう西東京市子ども条例

(回答者数=987人,複数回答件数=4,147件)

図１ 啓発品等の認知度 

ある,

987人, 

96.5%

ない,

36人,3.5%

全

1,023人

 
図３ 子ども条例の認知度 

知っている,

433人, 

42.3％
知らない,

590人, 

57.7％

全

1,023人

図４ 子ども条例を知ったきっかけ 

44.3 %

30.9 %

27.9 %

23.3 %

15.7 %

7.9 %

5.8 %

5.1 %

3.5 %

0.0% 25.0% 50.0%

先生から聞いた

「西東京市子ども条例」を知ろう

みんなで学ぼう西東京市子ども条例

ほっとルーム通信

CPTの授業で聞いた

市のホームページ、公式SNS

友だちから聞いた

家族から聞いた

その他

(回答者数=433人,複数回答件数=712件)

※市立小中学校で使用しているタブレット 

※ 
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質問 ほっとルームを知っていますか。／何で知りましたか。 

ほっとルームの認知度は７割に届かず、啓発品等の認知度とのギャップがあります。

ほっとルームを知ったきっかけは「相談カード」が最も多く、「リーフレット」「タブレ

ットの壁紙」「ポスター」がそれに続きます。「相談カード」と「リーフレット」はそれ

ぞれデザインを固定して発行しているため、周知に効果的であることがうかがえます。       

 

質問 ほっとルームに相談してみたいですか。／なぜそう思いましたか。 

 「はい」という回答が半数を超えています。相談してみたい理由は、「相談しやすそ

うだから」が最も多く、相談してみたくない理由では、「ほかに相談する人がいるから」

が最も多くなっています。「相談してみたい」と思う人を少しでも増やせるように、普

及啓発において創意工夫が必要です。 

  

 
図５ ほっとルームの認知度 

知っている, 

657人,

64.2 %

知らない, 

366人,

35.8 % 全

1,023人

 
図６ ほっとルームを知ったきっかけ 

72.9%

54.8%
41.7%

36.5%
23.7%
23.0%

15.1%
10.7%
10.5%

8.5%
3.7%
3.7%
3.0%

0.9%

0.0% 40.0% 80.0%

相談カード
リーフレット

タブレットの壁紙
ポスター

先生から聞いた
ほっとルームレター
ほっとルーム通信

「西東京市子ども条例」を知ろう
みんなで学ぼう西東京市子ども条例

CPTの授業で聞いた
市のホームページ、公式SNS

友だちから聞いた
家族から聞いた

その他

(回答者数=657人,複数回答件数=2,028件)

 
  図７ ほっとルームへの相談意欲 

はい,

535人, 

52.3 ％

いいえ,

488人, 

47.7 ％

全

1,023人

 
図８ 相談してみたい理由 

 
図９ 相談してみたくない理由 

相談しやすそうだから 417件

秘密を守ってくれるから 203件

解決してくれそうだから 194件

だれかに話したいと思うから 120件

身近な人には相談しづらいから 110件

ほかに相談できる人がいないから 34件

相談方法や受付時間が合っているから 22件

その他 3件

(回答者数=535人,複数回答件数=1,103件)

ほかに相談する人がいるから 253件

相談するほどの悩みだと思わないから 164件

知らない人だから 157件

話しづらい、恥ずかしい、怖いから 139件

自分で解決できる、自分で解決したいから 138件

上手く説明できそうにないから 126件

相談方法や受付時間が合わないから 43件

その他 36件

(回答者数=488人,複数回答件数=1,056件）
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（６）副読本を活用した授業アンケート集計結果 
小学６年生が授業で子ども条例を学ぶために作成した副読本「みんなで学ぼう西東

京市子ども条例」は、子どもの権利擁護委員による市立小学校での出張授業で使用す

るほか、市立小学校の授業で子どもの権利や子ども条例等についての学習に活用され

ています。 

副読本の活用状況を把握するため、市立小学校６年学級担任の先生等を対象に「子

ども条例副読本活用授業アンケート」を実施しました。アンケート実施期間は、令和

８年 1 月８日から１月 30 日までで、回答件数は 35 件でした。 

副読本を用いた授業の平均時数は、1.89 時間でした（表１）。２時間以下という回

答は全体の 7 割以上を占めています（図１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業で扱われた見開きごとのページでは「西東京市子ども条例」が 82.9％と最も多

く、次いで「権利とは」が 74.3％となっています（図 2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平均授業時数：1.89 時間 

時数 回答件数 

１時間 18 件 

２時間 ８件 

３時間 ５件 

４時間 ３件 

５時間 １件 

表 1 副読本を用いた授業時数 

 

図１ 授業時数の内訳 

図２ 授業で扱われた見開きごとのページの割合 
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２ おとなへの広報 
（１）子ども条例市民講座 

令和７年７月 26 日（土）、コール田無において、子ども条例市民講座を開催しまし

た。第 1 部を「子どもの権利擁護委員令和６年度活動報告会」とし、1 年間の活動内容

を擁護委員が事例も交えて説明しました。第 2 部の座談会では、「教えてもらおう、子

どもの気持ち～私たちは子どもの気持ちをきくことをあきらめない～」と題して、柳中

放課後カフェ実行委員会 島崎里子さん、児童養護施設聖ヨゼフホーム副施設長（当時）

松本恵理加さん、ぽくルーム若者スタッフ 松本雄喜さんに御登壇いただきました。声

を出しにくい子どもたちの声を私たちは、どうしたら聴くことができるのかをテーマに、

不登校当時には、言えなかった気持ちのお話を中心に、子どもたちとの関わりの中で無

理に話を聴きだそうとしない温かいまなざしなど、擁護委員と意見交換を行いました。

子どもの権利を守るために私たちおとなが日常生活で気をつけたいことを考えるきっ

かけの場となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）保護者、支援者向けの研修 
令和７年度は冬休みの前後２回に分けて、学童クラブ指導員の研修を担当させていた

だきました。放課後の「生活の場」である学童クラブは、子ども同士だけでなく、子ど

もと指導員とが近しく接することができるのが良いところですが、その「心地よい距離

感」は子どもにより様々です。当年度は、「子どもの権利を尊重する学童保育〜ちょっ

と立ち止まって考える」と題し、子どもの権利や子ども条例に関する基本を押さえた上

で、「子ども同士のいじり、あおり」「活動についてのルール」をめぐる学童クラブであ

りがちな場面を想定して、「子どもの権利を尊重した対応」を議論しました。子どもへ

の声掛け、子どもの行動の背景への洞察、ルールのブラッシュアップと子ども参加など、

様々な視点から真剣な議論・発表がなされました。 

保護者や支援者向けの研修には、ほかに、学校の道徳授業地区公開講座等様々なメニ

ューを御用意しています。ぜひ御活用いただきたく、お気軽にお声がけください。 
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第４ その他の活動 
  

以下では、相談に関わる業務や広報・啓発活動以外の活動状況について紹介します。 

 

１ 擁護委員の講師派遣や参加 

日  付 内  容 

 令和７年５月 14 日 視察受入れ（東村山市） 

 令和７年５月 16 日 武蔵野大学中西ゼミ授業 

・子どもたちに相談してみようと思ってもらうために 

 令和７年５月 22 日 視察受入れ（杉並区） 

 令和７年12月23日 

 令和８年１月 20日 

学童クラブ指導員研修会（児童青少年課） 

・子どもの権利を尊重する学童保育 

～ちょっと立ち止まって考える 

 
２ 研修 

（１） 外部研修 
日  付 内  容 

 令和７年 10 月４日 第２回子どもの相談・救済機関 首都圏フォーラム 

令和７年10月27日 相談支援の基本 

 令和７年11月28日 ふくろう相談室（としま子どもの権利相談室） 

令和 6 年度活動報告会 

 令和８年２月 ７日 

    ～２月 ８日 

「地方自治と子ども施策」 

全国自治体シンポジウム 2025 三芳町 

 

（２）庁内研修 

日  付 内  容 

 令和７年10月25日 養育家庭体験発表会 

 令和７年11月19日 子どもの非行の現状と問題行動の見立てや支援 

 令和７年11月28日 一時保護の現状と保護解除後の地域との連携 

 

＜市内関係機関との交流＞  

子ども家庭支援センター（当時）・教育指導課・教育支援課 

柳中放課後カフェ・子ども食堂 
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一年を振り返って 

子どもの権利擁護相談・調査専門員   関根 亮介 

 

七年間の相談・調査専門員としての活動を振り返るとき、真っ先に浮かぶのは、子ど

もたちのまっすぐな目です。子どもの声を聞くことの責任を私に感じさせると同時に、

子どもたちが私に寄せてくれる信頼が、いつも静かに私の背中を押してくれていました。

ただ正直に申し上げると、自身が余力のなさや対応力の限界を感じているとき、その純

粋なまなざしが強いプレッシャーに感じられることもありました。本来、心から望んで

いたはずのものが、時に重く感じられる——その両価的な感覚は、子どもたちに真剣に

向き合おうとする全ての人が感じる感情なのだと思います。 

 保護者をはじめとする子どもを取り巻く様々な方との調整や連携の中でも、こういっ

た思いを抱えていらっしゃる姿を、何度も目にしてきました。そのはざまで葛藤しなが

らも、子どもたちに向き合い続ける皆様の姿が、私自身の支えでもありました。はつら

つとした姿に刺激をいただき、苦悩を分かち合う場面では自分もこの仕事に誠実であり

たいという気持ちを新たにする——そんな場に身を置けたことは、私にとって代えがた

い経験でした。 

 もともと法律関係の仕事をしていた私にとって、相談・調査専門員としての活動は、

未知の領域でした。前職では、一つの問いをとことん突き詰め、深く掘り下げることを

大切にしてきました。しかし専門員の仕事は、その逆を求めるところがありました。問

われていたのは、子どもを中心に置きながら、その子を取り巻く環境やシステムを全体

として捉える、広い視野だったと思います。 

 専門員として働く中で、この仕事の本質はなんなのだろうと少しずつ考えてきました。

専門員の役割は、問題に対して解決策を示し、ジャッジすることではないと感じていま

す。子ども本人も言葉にできないモヤモヤした気持ちの深層にある「こうであったらい

いのに」という願いを一緒に掘り起こし、それを中心に置きながら、その子を取り巻く

すべての方が心の中に抱く表面化されにくい希望や期待や苦悩をも丁寧にくみ取り、そ

れらを対立なく一つの形へと一緒に編み上げていく——そういう仕事なのだと思って

います。 

 子どもの権利擁護という活動は、一人ひとりの子どもの声に、社会がどれだけ丁寧に

耳を傾けられるかを問い続けるものだと思っています。その問いに向き合おうとされて

いる皆様、そして何より私と関わってくれた子どもたち全員に、心より感謝申し上げま

す。七年間、本当にありがとうございました。 
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子どもは未来への可能性を秘めたかけがえのない存在です。しかし、成長する途中に

あり、弱い立場にある子どもの権利はないがしろにされがちです。今を生きる子どもた

ちが、自分らしく健やかに育つことのできる環境を作ることはすべてのおとなに課せら

れた責務と言えるでしょう。 

（令和５年度東京都人権プラザ企画展 

「こどもの権利のために－コルチャック先生とこどもたち」展示パネルより引用） 

子どもの権利擁護相談・調査専門員   中島 久美子 

 
2026 年２月 28 日の朝、イランの子どもの施設が爆撃された、というニュースが、

ラジオから流れてきました。「えっ？」「子どもの施設？」その瞬間、なんとも言い表せ

ない、重たいものが体の奥深くから湧き上がってくるのを感じていました。 

私は、西東京市子ども相談室が開室した 2019 年の翌年から、ほっとルームに勤務し

ています。 

「子どもの権利とは何なのか」をあまり理解していませんでしたので、たびたび擁護

委員に質問していました。その時、丁寧に説明してくださり、優しい御指導があったか

らこそ、今も専門員を継続できていると思っています。 

この活動報告書を御覧になる方々には、今更ということかもしれませんが、私が最初

に学んだことは、「子どもの権利条約」のこと、そして「子どもの権利条約の父」と呼

ばれるヤヌシュ・コルチャック氏のことでした。 

たまたま、2024 年４月に東京都人権プラザで「こどもの権利のために－コルチャッ

ク先生とこどもたち」という企画展があることを知り、出かけました。とても有意義な

時間でした。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

人権は、平和であってこそ、成立します。子どもの権利は、なおさらです。 

「子どもの権利条約」「子ども条例」の一番近くにいる私たちが、「平和」を守るため

にできることはなんなのだろう、と日常の生活に追われ、流されながら、アップアップ

と息継ぎをしながら、その時々に子どもの権利条約やコルチャック氏の残した言葉を自

分の中に取り込みながら、考えています。 

そんな日々の中、「広報にしとうきょう」（2026 年３月 15 日発行）の一面、施政方

針の記事に、これからのまちづくりに向けて、「子どもが『ど真ん中』のまちづくり」

「恒久平和への願いを市民とともに取り組む平和施策」が掲げられていた記事を読み、

ほっとしました。 

第二次世界大戦中、コルチャックは、孤児院の子どもたち約 200 人と一緒にトレブリ

ンカ絶滅収容所に送られ、非業の死を遂げました。「子どもは生まれたときからおとなと

同じ一人の人間であり、その権利が尊重されなければならない」とするコルチャックの考

えは、1989 年に国連総会で採択された「子どもの権利条約」に受け継がれています。 
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子どもの権利擁護相談・調査専門員   厚川 裕子  

 

私たちは、相手に見せることのできない心を、物で表し、態度で示し、言葉に表現し

て相手に伝えようとします。 

私のこの一年を振り返りますと、いろいろな相談の対応をさせていただきました。そ

の中で大切にしたいと思ってきたことは、相手の話を静かに丁寧に聴くことでした。で

すが、その「丁寧に聴く」とは、どのようにして差し上げることなのでしょう？毎回悩

みながらの自分があります。もちろん、目の前にいる人を尊重することが前提としてあ

ります。何かで困っている時、痛みやつらさ、悔しさ、悲しさ、憤りを抱えている時に、

その思いをほっとルームにつながってきた方々は、勇気をもって伝えてくださいました。

これは簡単なことではないように思います。だからこそ、お一人お一人の思いを共有で

きるようにゆっくり、聴く姿勢を心がけてきたつもりでした。しかし、はたしてどうだ

ったのでしょうか。相づちをうちながら、話を聴かせていただきました。聴いていて急

に黙ってしまっても、語り始めるまで待つ姿勢でいました。ですが、その状態は、正直

ドキドキしました。また、どんな内容のおはなしでも、一切否定せずに聴き続けること

の難しさも教えられました。 

牧師であり神学者の藤木正三氏は、「正論とは、道理は通っているが人間には届いて

いないせっかちさです。道理は通っていないが人間には届いているゆるやかさ、それを

愛と言います。」と語っています。人には抱えきれない弱さがあります。その弱さに人

の温かさ、愛が触れた時、頑なな心は静かに溶けて自分の弱さや、非を認め、少しずつ

前に進めるのかもしれませんね。 

自分と相手の意見を対等に尊重しながら、率直に自分の考えや気持ちを伝えるコミュ

ニケーション手法を「アサーション」と言います。事実と感情を分けて伝える方法です。

たとえば、「お食事に行きましょう」と誘われたら「無理です」と一方的に返したり、

「いいですよ…」と受動的に伝えるのでもなく「ありがとうございます。ただ、私の時

間がある日をいくつかお教えしますので、都合が合う日はどうでしょう？」と、いった

感じで伝えるとどうでしょう。このアサーションという手法を自分はしっかり守れたか

どうか。このことを含めて一年を振り返りますと反省する場面がいくつも思い出されま

すが、子どもたちにはこの手法を身に付けてほしいと思っています。もちろん、その前

に私自身も含めたおとなが、子どもたちの見本となるような【愛】のある人間関係を築

けるようにしていけたらいいですね。 

さて、新年度が始まっています。共に携わる心強い仲間も加わりました。それぞれが

自分を大切にしながら、今日もどこかで「心の助けを求めている子どもや、その御家族

様」の小さな添え木となり、三人の CPT（子ども権利擁護委員）の補佐として私も成長

できるように、そして更に共にチーム一丸となって「ほっとルーム」がその役割を果た

せるように、微力ながらお手伝いさせていただけたら幸いです。
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西東京市子ども条例 

平成30年９月19日条例第28号 

目次 

前文 

第１章 総則（第１条―第４条） 

第２章 子どもの生活の場における支

援と支援者への支援（第５条

―第７条） 

第３章 子ども施策と子どもにやさし

いまちづくりの推進（第８条

―第14条） 

第４章 子どもの相談・救済（第15条―

第23条） 

第５章 子ども施策の推進と検証（第

24条―第26条） 

第６章 雑則（第27条） 

附則 

わたしたちは、まち全体で子どもの育

ちを支える、子どもにやさしい西東京を

ともにつくっていきます。 

わたしたちは、子どもが失敗や間違い

をしてもやり直し、成長できるまちにし

ていきます。 

わたしたちは、子どもが家庭・園・学校・

地域の一員、西東京の一員として位置づ

けられ、その役割が果たせるまちにして

いきます。 

わたしたちは、とりわけ困難な状況に

ある子どもや多様な背景をもつ子どもの

尊厳や参加を大切にするまちにしていき

ます。 

子どもは、一人ひとりが人間として、そ

の人格や権利が大切にされます。乳幼児

は、特別な保護の対象であるとともに、そ

の発達しつつある能力に応じて自分の権

利を行使する資格をもっています。 

子どもは、いじめ、虐待、貧困等の困難

な状況について、まち全体で取り組まれ、 

 

そのいのちが大切に守られます。 

子どもは、一人ひとりの違いが認めら

れ、自分らしく育つことができます。 

子どもは、その最善の利益が第一義的

に考慮されます。 

子どもは、自分の意見を自由に表明す

ることができ、自分にかかわることやま

ちづくり等に参加することができます。 

おとなは、子どもに寄り添いながら、子

どもが遊び、学び、その他の活動ができる

よう、子どもの育ちを支えます。 

おとなは、子どもが安心して自分の思

いや考えを十分に伝えられるよう、子ど

もと向き合って意見を聴きます。 

地域は、子どもの育ちを支えることで、

子どもと市民のふれ合いをすすめ、子ど

もが安心して生きていくことができるよ

う支援していきます。 

市は、子どもが生まれてからの切れ目

のない支援をすすめます。 

わたしたちは、世界の約束事である児

童の権利に関する条約、そして、日本国憲

法・児童福祉法等の趣旨を踏まえ、この条

例を定めます。 

第１章 総則 

（目的） 

第１条 この条例は、今と未来を生きる

全ての子どもが健やかに育つ環境を整

えるため、その理念を共有し、制度を整

え、西東京市（以下「市」といいます。）

全体で子どもの育ちを支えていくこと

を目的とします。 

（言葉の意味） 

第２条 この条例において、次の各号に

掲げる言葉の意味は、当該各号に定め

るところによります。 

(１) 子ども 市内に在住、在勤、在学 
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その他市内で活動する18歳未満の全

ての者をいいます。ただし、これらの

者と同等にこの条例が適用されるこ

とがふさわしいと認められる者を含

みます。 

(２) 保護者 親、里親その他親に代

わり養育する者をいいます。 

(３) 市民 市内に在住、在勤若しく

は在学をする者又は市内で市民活動

を行う団体をいいます。 

(４) 育ち学ぶ施設 児童福祉法（昭

和22年法律第164号）に定める児童福

祉施設、学校教育法（昭和22年法律第

26号）に定める学校その他の子ども

が育ち、学び、活動するために利用す

る施設をいいます。 

（市等の役割） 

第３条 市は、全ての子どもがその命を

大切にされ、健やかに育つことができ

るよう、子どもの意見を尊重し、その最

善の利益を考慮して、子どもに関わる

施策を総合的に実施しなければなりま

せん。 

２ 保護者は、子育てについて、児童の権

利に関する条約（平成６年条約第２号。

以下「条約」といいます。）に規定する

第一義的な責任を負うことを自覚し、

必要に応じて市、育ち学ぶ施設の関係

者等の支援を活用しながら、子どもが

健やかに育つよう努めるものとしま

す。 

３ 育ち学ぶ施設の関係者は、子どもが

主体性を持ち、学び、成長するよう支援

に努めるものとします。 

４ 市民は、地域の中で子どもが育つこ

とを認識し、子どもの健やかな育ちの

ために協力するよう努めるものとしま

す。 

５ 事業者は、事業活動を行う中で、子ど

もが健やかに育つことができ、保護者

が子育てに取り組むことができる環境

を作るため、配慮するよう努めるもの

とします。 

（連携） 

第４条 市、保護者、育ち学ぶ施設の関係

者、市民及び事業者は、お互いに連携・

協働して子どもの育ちを支援するもの

とします。 

２ 市は、国、東京都、他の地方公共団体

等と協力して、子どもに関する施策を

実施し、子どもの育ちを支援するもの

とします。 

第２章 子どもの生活の場におけ

る支援と支援者への支援 

（保護者と家庭への支援） 

第５条 保護者は、家庭において安心し

て子育てができるよう、及び子どもの

健やかな育ちのために市等から必要な

支援を受けることができます。 

２ 市は、子どもが健やかに養育される

ように、保護者が第３条第２項に規定

する役割を認識し、安心して子育てに

取り組むことができるよう必要な支援

に努めなければなりません。 

３ 育ち学ぶ施設の関係者及び市民は、

保護者が家庭において安心して子育て

ができるよう、協力して、支援に努めな

ければなりません。 

（育ち学ぶ施設とその職員への支援） 

第６条 育ち学ぶ施設の関係者は、子ど

もの健やかな育ちに取り組むために必

要な支援を受けることができます。 

２ 市並びに育ち学ぶ施設の設置者及び

管理者は、育ち学ぶ施設の職員が子ど

もの健やかな育ちに取り組むことがで

きるよう必要な支援に努めなければな
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りません。 

３ 保護者及び市民は、育ち学ぶ施設の

関係者が第３条第３項に規定する役割

を果たすことができるよう対等な立場

で協力するよう努めなければなりませ

ん。 

（地域と市民への支援） 

第７条 市民は、地域において子どもが

健やかに育つよう必要な支援を受ける

ことができます。 

２ 市、市民及び事業者は、第３条第１

項、第４項及び第５項に規定する役割

を認識し、地域において、子どもが安全

に安心して過ごし、地域の一員として

生活できる地域づくりに努めなければ

なりません。 

３ 市は、市民が行う子どもの健やかな

育ちのための活動に対して必要な支援

に努めなければなりません。 

第３章 子ども施策と子どもにや

さしいまちづくりの推進 

（虐待の防止） 

第８条 市、育ち学ぶ施設の関係者、市民

及び事業者は、子どもが虐待を受ける

ことなく、健やかに育ち、安心して暮ら

せるよう努めるものとします。 

２ 市は、子どもに対する虐待の予防及

び早期発見に取り組むものとします。 

３ 育ち学ぶ施設の関係者、市民及び事

業者は、子どもが虐待を受けないよう

配慮するとともに、虐待を受けている

と思われる子どもを発見したときは、

直ちに市その他関係機関に通報しなけ

ればなりません。 

４ 市は、虐待を受けた子どもを迅速か

つ適切に救済するために、関係機関と

協力して、必要な支援を行うものとし

ます。 

（いじめその他の権利侵害への対応） 

第９条 市、育ち学ぶ施設の関係者、市民

及び事業者は、子どもがいじめその他

の権利侵害を受けることなく、安心し

て生活し学ぶことができるよう努める

ものとします。 

２ 市は、子どもに対するいじめその他

の権利侵害の予防及び早期発見に取り

組むものとします。 

３ 市及び育ち学ぶ施設の関係者は、い

じめその他の権利侵害を受けた子ども

を迅速かつ適切に救済するために、関

係機関と協力して、必要な支援を行う

ものとします。 

４ 市及び育ち学ぶ施設の関係者は、い

じめその他の権利侵害に関わった子ど

も等が再びいじめその他の権利侵害に

関わらないよう取り組むものとしま

す。 

（子どもの貧困の防止） 

第10条 市は、育ち学ぶ施設の関係者、市

民、事業者等と連携・協働して、子ども

が安心して過ごし、学び、健やかに育つ

ために、子どもの貧困問題に総合的に

取り組むよう努めなければなりませ

ん。 

（健康と環境） 

第11条 市は、子どもの心身の健康の維

持及び増進を図るよう努めなければな

りません。 

２ 市は、子どもが安全で良好な環境の

もとで生きていくことができるよう努

めなければなりません。 

（子どもの居場所） 

第12条 市は、子どもが安心して過ごし、

遊び、学び、及び活動するために必要な

居場所作りの推進に努めなければなり

ません。 
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２ 市、育ち学ぶ施設の関係者、市民及び

事業者は、子どもの居場所作りについ

て、子どもが考え及び意見を表明し、参

加する機会を設けるよう努めるものと

します。 

（子どもの意見表明や参加） 

第13条 市は、子どもが育ち学ぶ施設や

社会の一員として自らの考えや意見を

表明し、参加する機会及び制度を設け

るよう努めなければなりません。 

２ 市、保護者、育ち学ぶ施設の関係者、

市民及び事業者は、子どもの意見表明

及び参加を促進するために、子どもの

考え及び意見を尊重し、主体的な活動

を支援するよう努めるものとします。 

３ 市及び育ち学ぶ施設の関係者は、子

どもの意見表明及び参加を促進するた

め、子どもが、その意義及び方法につい

て学び、情報を得ることができるよう

努めるものとします。 

（子どもの権利の普及） 

第14条 市は、この条例及び条約に規定

する子どもの権利について、子どもそ

の他の市民が学び、理解し、子ども自身

が身に付けることができるよう普及に

努めなければなりません。 

２ 育ち学ぶ施設の関係者は、子どもが

権利を学び、理解し、身に付け、さらに

自己及び他者の権利を尊重し合うこと

ができるよう必要な支援に努めるもの

とします。 

３ 市は、保護者、育ち学ぶ施設の関係者

その他の子どもの育ちに関わる者が子

どもの権利について学び、理解するこ

とができるよう必要な支援に努めなけ

ればなりません。 

第４章 子どもの相談・救済 

（子どもの権利擁護委員の設置） 

第15条 子どもの権利の侵害について、

速やかに救済することを目的として、

市長の附属機関として、西東京市子ど

もの権利擁護委員（以下「擁護委員」と

いいます。）を設置します。 

（定数と委嘱の基準） 

第16条 擁護委員の定数は、３人以内と

します。 

２ 擁護委員は、人格が優れ、子どもの権

利について見識を有する者の中から市

長が委嘱します。 

（任期） 

第17条 擁護委員の任期は３年とし、再

任を妨げません。ただし、特別の事情が

あるときは、その任期中であっても解

職することができます。 

（相談・調査に関する専門員の設置） 

第18条 市長は、擁護委員の職務を補佐

するため、相談・調査に関する専門員を

置きます。 

（擁護委員の職務） 

第19条 擁護委員は、相談又は申立てに

より、次に掲げる職務を行います。 

(１) 子どもの権利の侵害についての

相談に応じ、必要な助言及び支援を

すること。 

(２) 子どもの権利の侵害についての

調査をすること。 

(３) 子どもの権利の侵害を救済する

ための調整及び要請をすること。 

(４) 子どもの権利の侵害を防ぐため

の意見を述べること。 

(５) 子どもの権利の侵害を救済する

ための要請、子どもの権利の侵害を

防ぐための意見等の内容を公表する

こと。 

(６) 子どもの権利擁護についての必

要な理解を広め、連携を推進するこ
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と。 

２ 擁護委員及び相談・調査に関する専

門員は、職務上知り得た秘密を漏らし

てはなりません。その職を退いた後も

同様とします。 

（要請や意見表明の尊重） 

第20条 市は、擁護委員からの要請及び

意見表明を受けた場合は、これを尊重

し、必要な措置をとるものとします。 

２ 市以外の者は、要請及び意見表明を

受けた場合は、これを尊重し、必要な措

置をとるよう努めるものとします。 

（擁護委員の独立性の確保と活動への

協力） 

第21条 市は、擁護委員の独立性を尊重

しなければなりません。 

２ 保護者、育ち学ぶ施設の関係者、市民

及び事業者は、擁護委員の職務に協力

するよう努めるものとします。 

３ 市、保護者、育ち学ぶ施設の関係者、

市民及び事業者は、子どもが擁護委員

への相談等を活用しやすい環境を整え

るよう努めるものとします。 

（見守り等の支援） 

第22条 擁護委員は、子どもの権利の侵

害を救済するための要請等を行った後

も、必要に応じて関係機関等と協力し

ながら、子どもの見守り等の支援を行

うことができます。 

（活動の報告と公表） 

第23条 擁護委員は、毎年度、その活動の

内容を市長に報告します。 

２ 市長は、前項の報告を受けたときは、

その内容を公表します。 

第５章 子ども施策の推進と検証 

（推進計画） 

第24条 市は、条例に基づいて子どもに

関わる施策を進めていくための基本と

なる計画（以下「推進計画」といいま

す。）を策定します。この場合において、

既存の計画であって、推進計画となり

えるものがある場合は、これを推進計

画に位置付けることができます。 

２ 市は、推進計画を策定する場合には、

子どもその他の市民の意見を反映させ

るよう努めなければなりません。 

３ 市は、推進計画を策定した場合には、

速やかにこれを公表し、普及に努めな

ければなりません。 

（推進体制） 

第25条 市は、子どもに関わる施策を推

進していくため、子ども施策推進本部

を設置します。 

２ 子ども施策推進本部は、子どもに関

わる施策について対応すべき事項の方

向性を決定し、及び調整を図ります。 

３ 市は、特に市民と連携・協働して、子

どもに関わる施策を効果的に推進する

ものとします。 

（検証） 

第26条 市は、子どもに関する施策を着

実に進めていくため、推進計画の実施

状況について検証する制度を作り、検

証するものとします。この場合におい

て、必要に応じて子どもその他の市民

から意見を求めるものとします。 

２ 市は、前項の検証の結果について報

告を受けたときは、その内容を尊重し、

必要な措置をとるものとします。 

第６章 雑則 

（委任） 

第27条 この条例に定めるもののほか必

要な事項は、市長が別に定めます。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、平成30年10月１日から
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施行します。ただし、第４章の規定は、

規則で定める日から施行します。（平成

31年１月規則第２号で、同31年４月１

日から施行） 

（準備行為） 

２ 市は、前項ただし書の規則で定める

日前においても、擁護委員等の設置に

係る事務に関し必要な準備行為を行う

ことができます。 
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西東京市子ども条例施行規則 
平成30年９月20日規則第28号 

改正 

平成31年３月29日規則第25号 

目次 

第１章 総則（第１条―第３条） 

第２章 西東京市子どもの権利擁護委

員（第４条―第15条） 

第３章 西東京市子ども相談室（第16

条・第17条） 

第４章 雑則（第18条） 

附則 

第１章 総則 

（趣旨） 

第１条 この規則は、西東京市子ども条

例（平成30年西東京市条例第28号。以下

「条例」という。）の施行に関し必要な

事項を定めるものとする。 

（定義） 

第２条 この規則において使用する用語

は、条例において使用する用語の例に

よる。 

（条例が適用される子どもの範囲） 

第３条 条例第２条第１号ただし書に規

定するこれらの者と同等にこの条例が

適用されることがふさわしいと認めら

れる者とは、18歳又は19歳の者であっ

て、次に掲げる者とする。 

(１) 18歳未満の者が通学することが

できる学校教育法（昭和22年法律第

26号）に定める高等学校、中等教育学

校、特別支援学校、高等専門学校、専

修学校の高等課程又は各種学校（以

下「学校等」という。）に通学する市

内在住の者 

(２) 市内の学校等に通学する市外在

住の者 

 (３) 市外の学校等に通学し、かつ、 

 

市内に存する児童福祉法（昭和22年

法律第164号）第７条に規定する児童

厚生施設を利用する者 

(４) 市内に存する児童福祉法第７条

に規定する児童福祉施設（児童厚生

施設を除く。）に入所している者 

(５) 前各号に掲げる者のほか、市長

が必要と認める者 

第２章 西東京市子どもの権利擁

護委員 

（兼職の禁止） 

第４条 条例第15条に規定する西東京市

子どもの権利擁護委員（以下「擁護委

員」という。）は、国会議員、地方公共

団体の議会の議員及び長又は政党その

他の政治団体の役員と兼ねることがで

きない。 

２ 擁護委員は、前項に定めるもののほ

か、擁護委員の仕事の公平な遂行に支

障が生ずるおそれがある職と兼ねるこ

とができない。 

（相談及び救済の申立て） 

第５条 何人も、擁護委員に対し、市内に

在住、在勤、在学その他市内で活動する

子どもの権利侵害について、文書又は

口頭により相談又は救済の申立て（以

下「申立て」という。）をすることがで

きる。 

２ 申立ての受付は、擁護委員又は条例

第18条に規定する相談・調査に関する

専門員（以下「相談・調査専門員」とい

う。）が行うものとする。 

（申立書等） 

第６条 申立ては、擁護委員又は相談・調

査専門員に申立書（様式第１号）を提出

することにより行うものとする。ただ

し、擁護委員又は相談・調査専門員がや 



47 

 

むを得ないと認める場合は、口頭によ

り行うことができるものとする。 

２ 前項ただし書の場合において、擁護

委員又は相談・調査専門員は、当該申立

ての内容を口頭申立記録書（様式第２

号）に記録するものとする。 

（調査等） 

第７条 擁護委員は、申立てがあった場

合は、当該申立てについて条例第19条

第１項第２号に規定する調査をするも

のとする。ただし、当該申立てが次のい

ずれかに該当する場合は、この限りで

ない。 

(１) 申立ての内容に虚偽がある場合 

(２) 具体的な権利の侵害が含まれな

い場合 

(３) 擁護委員及び相談・調査専門員

の行為に係るものである場合 

(４) その他調査をすることが必要で

ない又は適当でないと擁護委員が認

める場合 

２ 擁護委員は、前項ただし書の規定に

より調査をしない場合は、調査対象外

通知書（様式第３号）により、申立てを

した者（以下「申立者」という。）に理

由を付してその旨を通知するものとす

る。 

（調査の同意） 

第８条 擁護委員は、前条第１項の調査

をする場合において、当該調査が権利

を侵害された子ども又はその保護者か

らの申立てによる調査でないときは、

同意書（様式第４号）により、当該権利

を侵害された子ども又はその保護者か

ら調査に係る同意を得なければならな

い。ただし、当該子どもの生命又は身体

の保護を図るために必要がある場合で

あって、当該子どもの置かれている状

況等から、同意を得ることが困難であ

ると認めるときは、同意を得ずに調査

をすることができる。 

（調査の実施） 

第９条 擁護委員は、必要と認めるとき

は、市、保護者、育ち学ぶ施設の関係者、

市民及び事業者等（以下これらを「関係

機関等」という。）に調査実施通知書（様

式第５号）により通知した上で、その施

設に立ち入って調査をし、又は当該関

係機関等に説明若しくは文書の提出を

求めることができるものとする。ただ

し、市及び市立の育ち学ぶ施設以外の

関係機関等の施設に立ち入って調査を

する場合は、当該関係機関等の同意を

得なければならない。 

（調査の中止等） 

第10条 擁護委員は、調査の開始後に、第

７条第１項各号のいずれかに該当する

こととなったときその他調査の必要が

ないと認めるときは、調査を中止する

ことができるものとする。 

２ 前項の場合において、申立者、第８条

の規定による同意をした子ども若しく

はその保護者（以下これらを「同意者」

という。）又は前条の規定による立入調

査の対象となった関係機関等（以下「立

入調査対象関係機関等」という。）があ

るときは、調査中止通知書（様式第６

号）により理由を付してその旨を通知

するものとする。 

（調査の終了） 

第11条 擁護委員は、調査が終了した場

合において、申立者、同意者又は立入調

査対象関係機関等があるときは、調査

結果通知書（様式第７号）によりその結

果を通知するものとする。 
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（調整） 

第12条 擁護委員は、調査の結果必要が

あると認めるときは、子どもと関係機

関等との仲介をする等、条例第19条第

１項第３号に規定する調整をするもの

とする。 

（要請及び意見） 

第13条 擁護委員は、条例第19条第１項

第３号に規定する要請をし、又は同項

第４号に規定する意見を述べる場合

は、市長にその内容を通知した上で、要

請・意見表明通知書（様式第８号）によ

り行うものとする。 

２ 前項の場合において、申立者又は同

意者があるときは、その内容を通知す

るものとする。 

（身分証明書） 

第14条 擁護委員及び相談・調査専門員

は、調査又は調整をするときは、身分証

明書（様式第９号）を携帯し、請求があ

ったときは、これを提示しなければな

らない。 

（西東京市子どもの権利擁護委員の会

議） 

第15条 擁護委員の職務執行の一般方針

その他の必要な事項を決定するため、

擁護委員全員で構成する西東京市子ど

もの権利擁護委員の会議（以下「擁護委

員会議」という。）を設置するものとす

る。 

２ 擁護委員会議に代表擁護委員を置

き、擁護委員の互選によりこれを定め

るものとする。 

３ 擁護委員会議は、代表擁護委員が招

集するものとする。 

４ 擁護委員会議は、代表擁護委員が必

要と認めるときは、非公開とすること

ができる。 

５ 前各項に定めるもののほか、擁護委

員会議の運営に関し必要な事項は、代

表擁護委員が別に定めるものとする。 

第３章 西東京市子ども相談室 

（西東京市子ども相談室の設置等） 

第16条 子どもの権利の擁護に必要な支

援を行うため、西東京市子ども相談室

（以下「相談室」という。）を設置する。 

（相談室の利用日、利用時間等） 

第17条 相談室の利用日及び利用時間

は、次の表のとおりとする。 

２ 相談室の休室日は、次のとおりとす

る。 

(１) 日曜日 

(２) 国民の祝日に関する法律（昭和

23年法律第178号）に規定する休日 

(３) 12月29日から翌年の１月３日ま

での日（前号に掲げる日を除く。） 

３ 前２項の規定にかかわらず、市長が

特に必要と認める場合は、利用時間外

に執務室を利用することができるもの

とする。 

第４章 雑則 

（委任） 

第18条 この規則に定めるもののほか必

要な事項は、市長が別に定める。 

附 則 

この規則は、平成30年10月１日から施

行する。 

附 則（平成31年３月29日規則第

25号） 

この規則は、平成31年４月１日から施

行する。 

 

利用日 利用時間 

月曜日から金曜日まで 午後２時から午後８時まで 

土曜日 午前10時から午後４時まで 
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啓発品等 

  

相談ＰＲカード 

（表と裏） 

のぼり旗 

三つ折りリーフレット 

ポスター 

中面 

ほっとルームレター表面 

市立小・中学校で使用しているタブレットの壁紙 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒202-0005 西東京市住吉町６丁目 15番６号 
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フリーダイヤル
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なやみ
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